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手

記

栃
木
県

飯

島

幸

作

（
旧
姓

関
口
）

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
三
月
志
願
。
十
八
歳
で
横

須
賀
海
兵
隊
に
入
隊
、
五
月
、
九
州
築
城
海
軍
航
空
隊
。

昭
和
十
九
年
三
月
、
千
葉
航
空
隊
に
三
日
間
な
ど
。

南
方
に
行
き
た
か
っ
た
が
北
方
行
き
に
な
っ
た
の
で
泣

い
た
。
北
海
道
千
歳
航
空
隊
で
あ
っ
た
。
五
月
ご
ろ
、
上

官
か
ら
「
貴
様
た
ち
は
二
度
と
帰
っ
て
こ
ら
れ
な
い
か

ら
、
身
の
回
り
の
物
を
故
郷
に
送
れ
」
と
言
わ
れ
た
の

で
、
身
の
回
り
の
物
と
写
真
を
三
枚
、
母
に
送
っ
た
。
そ

れ
は
今
も
大
事
に
持
っ
て
い
る
。

十
九
年
十
月
ま
で
占
守
島
第
五
百
五
十
三
航
空
隊
に

行
っ
た
。

二
十
年
八
月
、
終
戦
の
無
電
と
天
皇
陛
下
の
詔
勅
が

あ
っ
た
。
神
国
日
本
が
負
け
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

二
十
年
十
月
、
約
百
五
十
人
ぐ
ら
い
、
ソ
連
の
船
に
乗

せ
ら
れ
た
の
で
、
日
本
に
帰
れ
る
の
か
と
胸
中
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
か
ら
裏
日
本
に
行

く
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
ソ
連
の
ナ
ホ
ト
カ
に
着
い
た
。

本
当
に
寒
い
と
思
っ
た
。

一
日
じ
ゅ
う
歩
い
て
着
い
た
と
こ
ろ
は
ソ
連
の
収
容
所

で
あ
っ
た
。
話
に
よ
る
と
、
前
に
ド
イ
ツ
の
軍
人
が
収
容

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、
丸
太
を
積
ん
だ
𨻶
間
だ
ら
け
の
家

で
あ
っ
た
。
三
日
目
か
ら
伐
採
の
作
業
が
始
ま
っ
た
。
鋸

で
一
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
長
さ
に
二
人
で
引

い
た
。
十
日
間
に
一
日
、
休
み
の
と
き
も
あ
っ
た
。
零
下

四
〇
度
に
も
な
る
と
作
業
中
止
の
と
き
も
あ
っ
た
。

食
事
は
一
食
、
黒
パ
ン
三
〇
〇
グ
ラ
ム
。
時
に
は
朝
食

と
昼
食
を
一
度
に
食
べ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
で
栄
養
失

調
に
な
っ
た
人
も
い
る
。
毎
日
伐
採
で
、
全
く
悲
惨
な
作

業
で
あ
る
。
だ
が
、
本
当
に
辛
い
の
は
寒
さ
よ
り
食
事
で

あ
る
。

そ
の
う
ち
ロ
シ
ア
の
言
葉
を
覚
え
て
、
腕
時
計
や
万
年
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筆
を
黒
パ
ン
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
交
換
し
て
食
べ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
万
年
筆
は
イ
ン
ク
が
な
い
の
で
使
用
で
き
な

い
。
腕
時
計
は
竜
頭
を
巻
く
の
を
知
ら
な
い
で
三
日
も
た

つ
と
故
障
し
た
と
持
っ
て
く
る
の
で
、
巻
き
方
を
教
え
る

と
喜
ん
で
い
た
。

年
数
が
た
つ
に
つ
れ
、
飢
え
と
寒
さ
で
戦
友
が
一
人
、

二
人
と
死
ん
で
い
っ
た
。
今
度
は
自
分
か
な
と
も
考
え
、

南
方
へ
行
け
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
な
ぁ
と
思
っ
た
。
一
年

く
ら
い
た
っ
た
頃
で
し
ょ
う
か
、
ど
う
せ
死
ぬ
な
ら
何
で

も
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
収
容
所
か
ら
逃
げ
よ
う
、
ど
こ
ま

で
逃
げ
よ
う
か
と
戦
友
四
、
五
人
と
話
し
合
っ
て
い
た
。

そ
の
う
ち
日
本
語
で
書
い
た
書
類
が
回
っ
て
き
た
の
で
み

ん
な
で
読
ん
だ
。
す
る
と
、
第
〇
〇
収
容
所
で
何
人
か
逃

げ
出
し
て
銃
殺
さ
れ
た
と
細
か
く
書
い
て
あ
っ
た
。
半
信

半
疑
で
あ
っ
た
が
、
諦
め
て
、
自
分
た
ち
は
生
き
ら
れ
る

だ
け
生
き
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

八
月
ご
ろ
に
な
る
と
草
の
新
芽
を
摘
ん
で
食
べ
た
。
中

に
は
毒
草
も
あ
っ
て
、
間
違
っ
て
そ
れ
を
食
べ
命
を
落
と

し
た
戦
友
た
ち
も
い
た
。
そ
れ
か
ら
収
容
所
の
前
に
毒
草

の
見
本
が
並
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
白
樺
の
枯
れ
た
木
を
割

る
と
中
に
虫
が
い
た
。
お
い
し
い
の
で
、
皆
と
と
も
に
腹

い
っ
ぱ
い
食
べ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

伐
採
作
業
は
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
る
。
伐
採
中
、
倒
れ

て
く
る
大
き
な
木
の
下
敷
き
に
な
っ
て
命
を
落
と
し
た
戦

友
も
い
た
。
全
く
悲
惨
こ
の
上
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

寒
さ
と
重
労
働
と
栄
養
失
調
が
原
因
で
多
数
の
戦
友
を

亡
く
し
た
。
心
か
ら
冥
福
を
祈
る
。

昭
和
二
十
二
年
五
月
、
舞
鶴
港
着
。
復
員
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

引
揚
時
の
本
籍

栃
木
県
下
都
賀
郡
生
井
村
大
字
下
生
井

本

籍

栃
木
県
小
山
市
大
字
下
生
井

現
住
所

右
に
同
じ

生
年
月
日

大
正
十
三
年
五
月
六
日

出
身
校

下
生
井
村
尋
常
高
等
小
学
校

入

隊

昭
和
十
八
年
五
月
一
日

横
須
賀
海
兵
隊
入
隊

転

属

同
年
五
月

九
州
築
城
海
軍
航
空
隊

昭
和
十
九
年
三
月

千
葉
航
空
隊

三
日
間
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同
年
三
月

館
山
航
空
隊

同
年
四
月

北
海
道
千
歳
航
空
隊

同
年
七
月

北
海
道
美
幌
航
空
隊

同
年
十
月

北
千
島
占
守
島
五
百
五

十
三
航
空
隊

昭
和
二
十
年
十
月

ソ
連
軍
指
揮
下
に
入
る

ソ
連
ナ
ホ
ト
カ
港
着

ス
ー
チ
ャ
ン
に
て
伐
採

労
働

帰

国

昭
和
二
十
二
年
五
月

ナ
ホ
ト
カ
経
由
舞
鶴

上
陸
、
復
員
。

帰
国
後

現
住
所
に
て
夫
婦
と
長
男
夫
婦
、
孫
二
人
同

居
と
と
も
に
鮮
魚
商
及
び
雑
貨
店
を
経
営
し

て
い
た
が
、
目
下
息
子
夫
婦
に
経
営
を
任
せ

て
い
る
。
親
切
な
良
い
お
じ
い
さ
ん
で
あ

る
。
子
供
三
人
、
孫
五
人
は
別
居
で
あ
る
。

（
栃
木
県

野
沢

芳
夫
）

手

記

千
葉
県

綾

部

浩

私
は
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
一
日
に
、

東
部
第
十
七
部
隊
（
輜
重
隊
）
に
入
隊
し
、
翌
年
二
月
に

そ
の
部
隊
は
出
発
、
外
地
に
向
か
っ
た
。
私
達
は
ど
こ
に

行
く
の
か
一
切
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
北
支
方
面

で
は
な
い
か
と
い
う
噂
は
あ
っ
た
。
着
い
た
部
隊
は
、
北

支
那
方
面
軍
第
三
十
二
師
団
楓
第
四
二
六
〇
部
隊
の
第
二

中
隊
第
四
内
務
班
に
配
属
さ
れ
た
。

そ
の
う
ち
に
部
隊
の
一
部
は
南
方
方
面
に
移
動
を
開
始

し
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
に
上
陸
し
た
と
の
話
が
伝

わ
っ
て
来
た
。

私
は
関
東
軍
隷
下
の
部
隊
編
成
の
た
め
に
、
そ
の
要
員

と
し
て
下
士
官
十
人
が
残
さ
れ
た
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
、
現
地
召
集
で
約
五
十
万
人
が
集
め
ら
れ
、
国

境
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
に
集
結
し
た
。
し
か
し
敗
戦
時
の
昭
和
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